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１　はじめに

　平成21年度決算は、理事会（平成22年５月13日）で議決・

承認され、評議員会（平成22年５月27日）に報告されました。

　入学定員を充足していない私立大学が46.5％にものぼり、

学生募集活動を停止する大学や経済的損失により事業計画を

見直す大学が出るなど「大学淘汰の時代」が到来しています。

また、少子化の進行に加え前年秋以降の世界的な金融危機の

影響を受けた日本経済の低迷など、私立大学を取り巻く環境

が一段と深刻化しました。

　このような状況において、平成21年度は、本法人が総力を

結集して推進してきた「2010プロジェクト」の各事業を具現

化するため、施設・設備への投資や教職員の確保を行い、２

学部、１研究科、４併設校の同時開設に向けて着実に準備を

進めてまいりました。

　さらに、平成21年10月に策定した「長期ビジョンKU 

Vision 2008-2017具現化のための長期行動計画」に基づき、

改革を計画的かつ効果的に実施するための直近４カ年の事業

計画を「中期行動計画」とし、平成21年度は実施初年度とし

て取り組んでまいりました。

　「21世紀型総合学園」へと成熟・飛翔することを目指す本

学が、熾烈を極める「国公私立大学間競争」を勝ち抜き、永

続的に発展・成長していくためには、これまで以上に財政基

盤を安定させ、総合大学としての強みを一段と発揮し、幅広

い分野において社会からの要請に応えていかねばなりませ

ん。

　今後も財政の健全化と財政基盤の強化に向けてさらなる努

力を重ねていきます。みなさま方の温かいご理解と熱いご支

援をぜひ賜りたく存じます。

　それでは平成21年度決算の説明をいたします。

２　事業の概要

　平成21年度に実施した事業のうち、主なものは、次のとお

りです。

(1）関西大学2010プロジェクト関連事業

　ア　高槻ミューズキャンパスの開設

　本キャンパスに設置される学部、大学院及び併設学校

は、平成22年４月の開設に向けて、設置認可申請手続を

行いました。社会安全学部及び大学院社会安全研究科の

設置については平成21年10月30日付で文部科学大臣の認

可を受け、初等部・中等部・高等部は、平成22年３月30

日付で大阪府知事の認可を受けました。また、平成22年

２月24日には、校舎棟及び体育・厚生棟が竣工し、この

キャンパスで学部、大学院及び併設学校の教育・研究事

業や地域への社会貢献事業を展開するための整備を行い

ました。

　イ　堺キャンパスの開設

　堺キャンパスに設置する人間健康学部については、平

成21年12月24日付で文部科学大臣の認可を受けました。

平成21年度決算の概要

―「21 世紀型総合学園」への飛翔―
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　同学部では、健康に関する幅広い知識を実践的に学ぶ

ため、「スポーツと健康コース」と「福祉と健康コース」

の２つのコースを設置しました。また、「人間健康学ラ

ボラトリー」を設立し、市民生活の向上などを目指して、

堺市をはじめとする地域コミュニティとの連携による地

域貢献事業を推進します。

　ウ　北陽中学校の開設

　北陽キャンパスでは、初等部・中等部・高等部と同様

に平成22年３月30日付で大阪府知事の認可を受け、平成

22年４月に北陽中学校を開設しました。

　同校では、すべての教科で「自ら学び自ら考える力を

育てる授業」を軸にした授業を展開するとともに、中学・

高校・大学の連携により「キャリア教育」を行い、コミ

ュニケーション能力やリーダーシップなどの人間力を養

い、職業観・仕事観・人生観を培うことを特色としてい

ます。

　今後は、既設の北陽高等学校とあわせた「中高一貫教

育」を展開します。

(2）教育研究活動

　ア　文部科学省補助金の獲得

　教育分野では、学生教育推進プログラムで１件、学生

支援推進プログラムで１件、大学教育充実のための戦略

的大学連携支援プログラム（大阪医科大学及び大阪薬科

大学との共同申請）で１件の合計３件が新規採択されま

した。

　研究分野では、教育研究高度化のための支援体制整備

事業に「国際競争力を高めるための研究拠点の形成」が

採択されました。この事業は平成21年度限りの大型補助

金で、本学のプロジェクトは、教育研究活動を効果的に

支援する実践的な取組みとして高い評価を受けました。

また、文部科学省が募集する大型プロジェクト「私立大

学戦略的研究基盤形成支援事業」に、２件の研究プロジ

ェクトが選定されました。

　イ　平成22年度（2010年度）入試概要

　平成22年度入試における一般入試・センター利用入試

の志願者数は８万8,399人で、昨年度より1.9%の減とな

りましたが、この数は全国第５位であり、厳しい社会状

況下でわずかな減少にとどまったものと考えます。

　平成22年４月に開設の人間健康学部（入学定員300名）

と社会安全学部（入学定員250名）では、一般入試で両

学部あわせて5,500名を超える志願者数となり、一般入

試に先立って実施したＡＯ入試や推薦入試等の多様な入

試では、限られた期間での募集にもかかわらず、志願者

数が両学部あわせて497名となりました。その結果、全

学部の多様な入試の志願者数は過去最高の3,881名とな

りました。

　また、地方試験場では、受験生の利便性を高めるため、

高知試験地と沖縄試験地を設置して、北は札幌から南は

沖縄まで全国28都市での受験が可能になりました。

　ウ　国際交流の推進

　大阪府千里留学生会館の跡地活用事業について、平成

21年４月に大阪府と開発基本協定を締結し、同５月に府

有財産売買契約を締結しました。これを受け、大阪府千

里留学生会館跡地活用プロジェクト委員会及び小委員会

を設置し、留学生宿舎及び研究者用ゲストハウスの建設

並びに留学生別科の設置に関する検討を行いました。

　さらに、大阪府、吹田市及び地元自治会からのアドバ

イザーを加えた新たなプロジェクトを発足させ、平成24

年４月の開設に向けて、具体的な計画を策定しています。

　エ　就職・キャリア形成支援について

　平成20年９月に発生したリーマンショックに代表され

る世界的規模の経済危機は、わが国においても「100年

に一度」と表現される経済不況を引き起こし、平成21年

度の雇用環境を一気に冷え込ませる結果となり、就職環

境は「買い手市場」となりました。このような状況は本

学学生にも影響し、例年に比べて厳しい就職活動を強い

られることになりました。キャリアセンターでは、学内

での企業研究会の開催回数を増やし、説明会と同時に一

次面接を学内で受けることができる機会を設けるなど多

彩な支援を積極的に展開しました。この結果、平成21年

度の本学の就職率は93.6%と前年度比3.8%減の厳しいも

のとなりましたが、全国の平均の91.8%を上回っており

ます。

　オ　学生諸君の活躍

　国際レベルの大会では、男子フィギュアスケートの髙

堺キャンパス正門付近
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橋大輔選手が、カナダのバンクーバーで開催された冬季

オリンピックでは日本男子初めての快挙となる銅メダル

を、イタリアのトリノで開催された世界選手権では金メ

ダルを獲得しました。また、織田信成選手も冬季オリン

ピック男子フィギュアスケートで７位入賞と健闘しまし

た。国内の大会では、アメリカンフットボール部が62年

ぶりに甲子園ボウルを制覇し、学生日本一になるなど、

「スポーツに強い関西大学」に向けて本学が取り組んで

きた支援策が、着実に実を結んでおります。

(3）教育研究環境の整備充実関係

　ア　 高槻ミューズキャンパス校舎棟及び体育・厚生棟建築

工事

　敷地面積17,454m2（5,289坪）の本キャンパスに延床面

積53,033.96m2（16,071坪）の校舎棟（東館及び西館）及

び体育厚生棟（北館）を建築しました。

　初等部・中等部・高等部が使用する東館には、普通教

室のほか、英語教室、マルチメディアAV教室、図書館

及び茶室などを配置し、屋上には芝生の庭園を設置しま

した。

　学部・研究科が主に使用する西館には、大・中・小教

室、情報処理教室、ゼミ研究室や教員の個人研究室のほ

か、市民へ開放する児童図書館及び大学図書館、コンベ

ンションホールや生涯学習施設などを、北館には、バス

ケットコート２面が確保できるアリーナ、最大収容700

席のレストラン、温水プールのほか災害時備蓄倉庫等を

備えております。

　イ　 堺キャンパスＡ棟改修工事及び体験学習エリア設置並

びに周辺整備工事

　堺市立商業高等学校・第二商業高等学校の跡地を活用

したこのキャンパスでは、Ａ棟（既存校舎）及び体育館

の改修工事を行い、体験学習エリアを設置するなど、新

入生を迎えるための教育研究環境を整備しました。改修

後の校舎には大・中・小教室、各種演習室及び実験室、

図書館や教員の個人研究室のほか、堺市との地域連携プ

ログラムにも活用できる多目的室を設置しました。

　ウ　北陽中学校校舎建築工事

　前年度に購入した北陽高校校舎東側の隣接地を含めた

北陽キャンパス内に、鉄筋コンクリート造地上４階建て

延床面積4,498.03m2（1,363坪）の中学校校舎を建築し、

平成21年12月16日に竣工しました。校舎内には、高・中

共有の事務室や中学校職員室をはじめ、普通教室12室、

書道室、技術室、自習室、情報教室、実験室（理科室）

２室などを設置しました。また、校舎周辺には、緑を多

く配置するなどの工夫をしております。

３　収支計算書

　「財産目録」は本学ウェブサイトで

　文部省令に定める「学校法人会計基準」に従い学校法人は、

予算に基づき執行された結果である決算について、財務計算

に関する書類として、「資金収支計算書」、「消費収支計算書」、

「貸借対照表」とそれぞれの内訳表あるいは明細表の計算書

類を作成することになっています。

　「資金収支計算書」は、学校法人の当該会計年度の諸活動

に対応するすべての収入・支出の内容を明らかにし、かつ、

支払資金の収入・支出のてん末を明らかにするものです。資

金の動きのすべてが計算の対象となります。

　「消費収支計算書」は、当該会計年度における消費収支の

均衡状態と、その内容を明らかにし、学校法人の経営状況が

健全であるかどうかを示すものです。この計算書は、言わば

企業会計の「損益計算書」にあたるものです。

　「貸借対照表」は、学校法人の一定時点（決算日）におけ

る資産、負債、基本金、消費収支差額の財政状態を示すもの

です。

　なお、「財産目録」は、「貸借対照表」を基準にして組み替体験学習エリア

北陽キャンパス
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えて作成したものであり、ここでは紙幅の関係上省略いたし

ます。「関西大学ウェブサイト」に財産目録などの財務情報

を掲載いたしておりますので、ご覧ください。

【URL:http//www.kansai-u.ac.jp/zaimu/】

 ４　収支決算の概要

資金収支は713億円、人件費支出は220億円
　「資金収支計算書」、「消費収支計算書」、「貸借対照表」の

概要について説明いたします。

(1）資金収支決算

　平成21年度資金収支決算は、６頁～11頁に掲載の「資金収

支計算書」のとおりですが、これを総括したものが〈表１〉

です。

　資金収入は、学生生徒等納付金収入、手数料収入、補助金

収入などの法人に帰属する収入のほか、前受金収入なども含

め、713億2,500万円となりました。

　資金支出は、教職員の人件費、教育研究活動および法人の

運営に必要な諸経費、施設設備費のほか、借入金返済などの

支出を含め、709億3,200万円となりました。この結果、収支

差引き3億9,300万円の資金超過となり、これに前年度繰越支

払資金121億2,800万円をあわせた結果、次年度繰越支払資金

は、125億2,100万円に増加しました。

　次に、主な科目について説明いたします。

　ア　資金収入

　学生生徒等納付金収入は341億9,200万円となりまし

た。授業料、入学金、実験・実習料、教育充実費などが

主な収入です。

　手数料収入は29億8,800万円となりました。入学検定

料が主な収入です。寄付金収入は２億7,500万円となり

ました。補助金収入は73億1,800万円となりました。

　イ　資金支出

　人件費支出は220億3,400万円となりました。人件費支

出の主なものは、教員人件費、職員人件費、役員報酬、

退職金などです。

　教育研究経費支出は125億9,200万円となりました。各

設置学校の教育研究諸活動に必要な消耗品費、研究・教

育等補助費、奨学費、光熱水費、業務委託費、賃借料な

どが主な支出です。

　管理経費支出は22億2,300万円となりました。学生募

集経費、各設置学校全般管理に係る経費、法人の運営に

必要な諸経費です。

　施設関係支出は192億3,500万円となりました。その主

な明細は、「２　事業の概要(3)教育研究環境の整備充実

関係」に記載したとおりです。

　設備関係支出は42億4,600万円となりました。教育研

究用機器備品や図書などの購入費です。

(2）消費収支決算

　平成21年度消費収支決算は、12頁～16頁に掲載の「消費収

支計算書」のとおりですが、これを総括したものが〈表２〉

です。

　帰属収入は、学生生徒等納付金、手数料、補助金などの法

人に帰属する負債とならない収入で、476億5,800万円となり

ました。また、基本金組入額は、179億7,600万円となりまし

たので、帰属収入から基本金組入額を控除した消費支出に充

当することができる消費収入は、296億8,200万円で、予算に

対し１億7,000万円の増となりました。

　一方、消費支出は、教職員の人件費、教育研究活動および

法人の運営に必要な諸経費で、426億2,200万円となりました

ので、平成21年度決算における消費収支の均衡状況は、129

億4,000万円の消費支出超過となりました。この結果、翌年

度繰越消費収支差額は、前年度繰越消費支出超過額が193億

1,400万円でありましたので、322億5,400万円を翌年度繰越支

出超過額として計上することが確定しました。

　次に、消費収支固有の主な科目について若干説明します。

　帰属収入の寄付金には、資金収入の寄付金のほかに現物寄

付金が含まれています。資産売却差額は、債券等の売却益で

〈表１〉 資金収支決算総括表  (単位　百万円)

科目／予決算 平成21年度
予　　算

平成21年度
決　　算 差　　異

前年度繰越支払資金 12,128 12,128 0

当
年
度

資 金 収 入 71,513 71,325 188

資 金 支 出 71,558 70,932 626

収 支 過 不 足 △45 393 △ 438

次年度繰越支払資金 12,083 12,521 △ 438

〈表２〉 消費収支決算総括表  (単位　百万円)

科目／予決算 平成21年度
予　　算

平成21年度
決　　算 差　　異

Ａ　帰　属　収　入
Ｂ　 基 本 金 組 入 額

47,256
△ 17,744

47,658
△ 17,976

△ 402
232

Ｃ　消費収入(A+B)
Ｄ　消　費　支　出

29,512
43,803

29,682
42,622

△170

1,181

当年度消費収支差額
（Ｃ－Ｄ） △ 14,291 △ 12,940 △ 1,351

前年度繰越消費収支差額   △ 19,314 △ 19,314 0

翌年度繰越消費収支差額  △ 33,605 △ 32,254 △ 1,351
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す。

　基本金組入額について説明いたしますと、学校法人が教育

研究活動を行うためには、校地、校舎、機器備品、図書、現

金・預金などの資産を持ち、これを「維持する」必要があり

ます。学校会計では、これら学校法人の諸活動に必要な資産

を取得するために、「帰属収入から充てた金額」をもって、「維

持すべき金額」とし、これが「基本金組入額」と呼ばれてい

るものです。

　消費支出の人件費の退職金には、退職給与引当金繰入額や

関西大学退職年金引当金繰入額が計上され、教育研究経費お

よび管理経費には、「資金支出」のほかに減価償却額が計上

されています。資産処分差額は、機器備品、図書などの廃棄

に伴う除却損です。

(3）貸借対照表

　平成21年度末（平成22年３月31日）現在の資産、負債、基

本金、消費収支差額の財政状態を示しています。

(4）監査報告書

　私立学校法第37条第３項第３号に基づく監事の監査報告書

は「監事監査報告書」のとおりです。また、私立学校振興助

成法第14条第３項に基づく監査法人の監査報告書は「有限責

任監査法人トーマツ」による「独立監査人の監査報告書」の

とおりです。

平成 21 年度　消費収支決算における「学生生徒等一人当たりの支出とこれを賄う収入」

 （注）１ 　（消費支出+基本金組入額）および帰属収入の決算額を、科目ごとにそれぞれ学生数31,730人（大学院・学部・高校・中学・幼稚
園の学費納入者合計）で除して、学生生徒等一人当たりの平均値を示したものです。

　　　２ 　「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返済、または、将来取得のた
めの積立金などの主として資本的支出に充てる額です。

　

一人当たり収入計

1,501, 991円
一人当たり支出計

1,909,819円

(消費支出+基本金組入額) (帰属収入)

学生生徒等納付金
（71.7%）
1,076,927円

手数料
（6.3%）
94,625円

補助金
（15.4%）
231,307円

資産運用収入
（1.5%）
22,530円

その他
（5.1%）
76,602円

収支差額
△407,828円

人件費
（35.8%)
683,715円

教育研究経費
（29.5%）
563,397円

管理経費
（4.1%）
78,303円

その他
（0.9%）
17,188円

基本金組入額
（29.7%)
567,216円
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